
平成25年度　新潟県小学校教育研究会　学習指導改善調査研究事業

協力校としての取組

三条市立月岡小学校

1　これまでの研究の経緯

当校では,これまで｢基礎･基本の定着を図る指導｣ ｢どの子にも基礎･基本の定着を図る授

業の創造｣ ｢読みの力を高めるための指導の工夫～言語活動の充実を通して～｣と,主に基礎･

基本の定着に重点を置き研修を進めてきた｡しかし,言語活動の充実を目指して取組を進めてい

くうちに,子どもたちの表現力に課題があることが分かってきた｡

NRT学力検査を通して, ｢相手に伝わるように話す｣ ｢話題に沿って話し合う｣ ｢文の中心や

つながりに注意して書く｣ことの定着度の個人差が大きいことが明らかになった｡

また,日々の実践を通して, ｢聞き手を意識した発表｣にも職員が共通の課題意識をもってい

ることが明らかになった｡

さらに,中学校区の知育･学力向上に向けた取組のテーマ｢学習意欲を高める｣,国語部会の

重点指導内容｢仲間と学び合う学習を通して,思考力や想像力を広げ,伝えたいことを的確に書

くこと｣を受け,研修の内容を｢学習意欲｣ ｢表現力｣に移行させることになった｡

以上のことから,現在では｢自ら関わりを求める姿｣ ｢表現力｣の育成に着目した指導,授業

改善を進めるため, ｢意欲的に学び　表現する子ども｣をテーマに設定し実践を進めている｡

2　取組の概要

(1)教育活動･運営活動の柱

①　自分の考えをもって意欲的に学ぶことができる授業を推進するとともに,授業改善に向

けた校内研修の充実を図る｡

②　全校漢字力･計算力テストを定期的に実施し,基礎学力の定着を図る｡

③　学力調査やwe b配信集計システムの結果を授業改善に生かす｡

④　家庭学習時間や取組の内容を点検する｡

⑤　小･中の授業研修会や交流授業を計画･実施する｡

(2)学習指導改善調査に関する直接的な取組

①　学習指導改善調査についての確認

1学期に,全職員で今年度の学習指導改善調査の実施について共通理解を図った0

②　結果処理について

結果を全職員で共有するために,夏季休業中に全職員で採点,入力,分析作業を行った｡

③　職員研修において,県平均を1 0%以上下回った設問を洗い出し, 2学期以降の課題,

重　　　点とする単元を明らかにした｡



3　平成25年度学習指導改善調査の分析

(1) 4年

①　国語

･使われなかった取材メモを選ぶ問題で,書こうとする内容と取材メモが関係ないとい

うところまで書き切れなかった解答が多い｡

･大筋は分かっていても,説明が足りない解答が多い｡

･資料を活用して書く問題では,紹介文から離れることができず,求められている取材

メモの内容を書いていない解答が多い｡

②　算数

･ ｢まず｣ ｢次に｣ ｢だから｣の言葉を使って説明することができた｡

･ 0の処理ができず, 8枚のカードを使って最も小さな数を作ることができない｡一番

上の位には0を立てることができないことの記述が足りない解答が多い｡

･バスに乗らなかった理由を,時間を使って説明していない解答が多い｡

③　理科

･太陽と影の位置を推測する問題では,方位磁針の使い方と太陽の日周運動,太陽と影

の位置関係の理解が足りない解答が多い｡

(2) 5年

①　国語

･資料の分析の仕方,着目すべきポイントの見極め方が確実に身に付いていない｡

･自分の体験や予想を加えて説明したり,自分の考えを読み手を意識して分かりやすく

書く力が身に付いていない｡

②　算数

･解き方,解答を導くことはできるが,その説明を順序よくすることができない解答が

多い｡

･説明に必要な言葉を落とさずに書くことができず,不完全な解答が多い｡

(3) 6年

①　国語

･全体的に資料の言葉や文面を写しただけの作文が目立っ｡自分の考えや知識,体験な

どを自分の言葉で書き入れることが不十分であった｡

･構成を意識せずに,思うままに記述している解答が多い｡

②　算数

･順序立てて説明する力が不足している｡日々の学習の中で,数学的な考え方を自分の

言葉で文章化する活動が足りなかった｡

･算数というより,文章読解力に課題がある｡算数と文章表現を結びつける活動が必要

である｡

(4)まとめ

以上のような分析を経て,今年度後半は,

①　資料をどう読み取り,どのように表現に生かしていくかという活用の仕方

②　資料を生かしてまとまりや段落を意識した表現

の2点について授業改善を図るべく取り組みを進めた｡



5　授業改善の実際　別紙添付資料

6　成果と課題

今年度の取組から,以下のような成果と課題が明らかとなった｡

○自分の思いや考えを表現するに当たり,まずはその整理のために内容や項目ごとに付篭やカ
ードにまとめる｡次にそのカードを生かしながら,作文を書いていく｡この付毒やカードを

取捨選択しながら作文の構成を組み立てていく過程が,子どもたちの思考力及び表現力を育

てることにつながった｡

○自分の考えをまとめたり,表現したいときに, ｢何を考えるのか｣ ｢どのように考えるのか｣

｢どのように書き表せばよいのか｣を課題提示の時に明確に与え,一斉の演習を行うことで,

子どもたちは安心して思考･作業を進めることができる｡

●子どもたちを付聾やカードなど細かな作業に取り組ませた場合,その物の即時の見取りが重

要となる｡子どもたちの思考の結果,表現の材料となる物なので,視点のずれや暖昧さをチ

ェックし,児童の思考及び表現が滞らないよう支援していく必要があるとともに,課題提示

の際,児童に明確な視点を与えておくことも重要となる｡

●児童に考える内容,考え方を示し,その流れに沿って作業を進めればある程度の結果を得る

ことができる｡しかし逆説的にとらえると,この流れの提示が子どもたちの思考の足かせに

なり,思考の広がりに限界を作る恐れもある｡今後は指導者が引く路線を徐々に縮小し,子

どもたちが自分たちで考えを広げていくことができるような方法を模索していく必要がある｡



第2学年　国語科指導案　(実践1)

1　単元名･目嶺
しょうかい文を書こう　｢友だちのこと､知
○友だちのよいところを見つけ､構成を考
･書いたものを読み合い､よいところを

○大事なことを聞き落とさないようにし

たいな｣
て､友だ ことができる｡
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たり､友達のよいと

(1)ねらい
○メモをもとにしながら､構成に注意して紹介文を書くことができる｡
(2)授業改善の視点

欝莞菅二㌔禁聖蓋附育成｣とのかかわりから
○決まった文章構成を用いて表現をする｡
学芸欝買誓震謂去聖賢詰責謂雰要吉畏ま誓妄報毘Q'k妄言fQ'%吉養成の中で､取材したこと

を取捨選択したり､感想を加えたりして文章表現する｡
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生では､ ｢はじめ一中一終わり｣や｢まず､つぎに､さいごに｣など文章の構成を考えて書く学習をし

の構成に,自分が集めた内容(取材メモ)を並べて友達の紹介文
用いることにより､自分が集めた内容(取材メモ)を吟味するこ
えた｡
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(3)展開(本時6/8) 
○学習活動.予想される児童の反応 劔��霆8踪,ﾈ辷��儷ﾘ廁�兩ｹd��｢�
5 ��ｩgｸ鳧,ﾉzﾈ.ｨ/�ｦﾙDh+x.��ｲ�劔◇紹介文を書くことを話し､紹介される相手 

友だちのよいところを文しように書きましょう○ ���/�ｮﾈ,�+�.�+�,h/��8�+8+�.薬�
1メモカードを並べよう○ �����4�ｨ�:�*ｨ跖-ﾈ.�7�,唏ｦﾙDh+x.薬�

2作文用紙に紹介文を書こうo ��

3チェックカードを使って見直そうo 劔���484Xｨ�:籀,ﾈ�9w�/�JﾙUﾈ+8+�.薬�

ア本時の流れがつかめない○ 
イ本時の流れがつかめるo 
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紹介される相手を喜ばせるような紹介文を作ろう0 1紹介したいメモカードを選ぶ0 2紹介したいメモカードの順番を考える0 3自分の思いのメモカードを確認するo 

アカードを選んだり並べたりすることができないo 
イカードを選んだり並べたりすることができたが､ 
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ウどんどん書き進める∩ 劔ことができたかn【作文用紙】 
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【授業を終えて】
1　授業の様子
1本時の漁れを確認する凸 
○前時までの学習内容を確認するo 
Q)友だちにインタビユ-をするo 
②メモカードを作るo 
6)紹介文を書く∩(太晴) 

前時までの学習とつながっ
ていることを意識させた｡

〇本時の流れを確認するo 侈�,ｨ+X/�.��
Q)カードを並べる○ 
③紹介文を書く○ �,h*ｨ,X*ｸ+ﾖ��*(,�*�,�+ﾒ�
店)チェックをするn 
★でやることについてからない児童l 

②メモカードをワークシートに並べる｡
○青･緑･黄･ピンクのメモカー

①2-4枚(青と緑)のカードを

って学習するこ

ドを使う○ 

育:得意､好きなこと 
例》剣道が得意○ 
鉄棒が好きo 

蘇:知ってもらいたいこと 
例》引き出しチェックをやさしく 
てくれたこと 
自由帳にかけ算九九をい 
ぱい書いていること○ 

黄:つなぎの言葉 
例》まだ､ありますo 
他にもあります○ 
さらに､ありますo 

②つなぎのカード(黄)を間に入れる

前時までの学習内容ぎ
教材文に沿って振り返っ
たo

ピンク:思ったこと 
例》今度､○○さんの剣道をしている姿を見たいですo 
○○さんみたいに､やさしくしたいと思います○ 

並べるo使わないカードは裏面に貼らせる○ 

③おわりにピンクのカードを並べる｡
*このカードには､つなぎの言葉が書かれていない｡

③作文用紙(罫線)に
｢はじめ･中･おわり

がマ
｣や語句を付けたす時に
りも罫線の方が､次々に書き

られた｡そこで､本単元でも罫線の作文用
にしたb

★メモカードの

請

使って紹介文を見直す｡

メモカードを見ながら

作文用紙に紹介文を書
いた｡

学期に1回程度メモ
カードを使って作文を書
く学習をしてきた

クカードを見ながら､ 1人1人が自分の書いた紹介文を見直
直す)
で決めさせた
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2　成果と課題
読み取ったことを表現する力を育てるために､単元を通して講じた手だてが有
効であったかを考える｡

手だて①並べ替えが可能なメモカードとワークシートの活用 
-教材文から読み取った表現方法と内容を使って､自分の紹介文を書 

くための手だて- 

多かった｡ (今の段階では､ワークシートはA4
ークシートに並べる作業にかなりの時間を費やし

ける学習活動が､作文を書く前に必ず行うことが
とは確かであ だから､も
分が書きたいことを
学習も取り入れてい

字で長い文が書かれて
I::.i..!::I.i:::. ,,I

の

メモカードを作ったり
成する力や文章表現力は身に
を積み重ねていく
かの文章構成のパ

手だて②文章構成や内容を確かめることができるチェックカードの活用 
-教材文から読み取った表現方法を使って､自分の紹介文を書くための手だて- 

は､推寂するところまではいかないことが多い｡本時も文末を
ドを活用することにより､チェックカードの項目に注意しながら

文末表現や
チェックカードとして

に伝わるようにという目的意識を最後

例)を読み取り､チェックカードを作りたいoそして､このチェックカードをも

まで確保できるならば､表現力を確実に身に付けることができると考
の作文に直しを入れて完成させることもしばしばある｡せめて､文章

書いた作文を読み返したり､推鼓したりする力を付けさせていきたい
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第6学年　国語科学習指導案(実践2)

1　単元名･目標

随筆を書こう｢自分を見つめ直して｣　～卒業文集

◎考えたことから書くことを決め､書く事柄を収集し､全体を見通して書く事柄を整理

することができる｡

◎事実と感想･意見などを区別するとともに､目的や意図に応じて簡単に書いたり詳し

く書いたりすることができる｡

2　指導計画

吹 倬隴B�学習活動 ��ｸ轌;��8,ﾉz�95��ﾙUﾘ廁ｮ顏�,iUﾘ廂_ｹd��

第 ���"�2�･随筆について知る〇 ･｢ふわふわの雪｣を読み､事実と ��ｹ�ﾈﾋ�+X+ﾘ+�,h.(馼��,唏齷Zｨ,�.�,ﾂ�ﾖﾈ*h.(�8ﾊ�/���*ﾘ+�,h*ｩ�X馼,X*�.�+��
- 劍,h/�6�*h.薬�

吹 劍�ｸ馼��,hｫI�｢闕8ﾊ�/��iZｨ*�+x.�+�,b�

感想.意見を読み分ける○ �,ZHｾi¥ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�

･文章表現の違いを検証する〇 ･｢電車の中の『わたし』｣を読み､ ��ｸ皦ﾎｨ/��ｨ+X*ﾘ+x.做8�ﾈﾎｨ.(�9j�*ｩOr�jﾘ,��*H��ﾎｨ,ﾉUﾈﾋｸ/�竧.��8+�H��ﾝｲ�,�%ｩ[h/�ﾞﾈ.��ｲ��ﾙ�8+X*)[h�Uﾈﾋｸ,Y%ｩ[h/�ﾞﾈ.�+�,h*｢�,X*ｸ+ﾘ*薬�6ﾘ�ｸ6r飩ﾙUﾂ���ｹ�iZｨ*�/�+x.�+�,h,ZH馼��,hｫI�｢��

4 倬h��,hｫI�｢闕8ﾊ�/�<x-ﾙZｨ*�.��｢�X�,X+ﾙ[h�Uﾈﾋｸ/��(+Xﾘx*F��意見のバランスや配置に気付くことが できるo ◎参考にしたい文章表現について話し 合うことができたかo(発言.発表) 

第 迭�･卒業文集に載せる作文の題材を考 ��ｹ��.�,�,H曁ｸ�,ﾉ�(ｼi[h�/�¥�-x,H*��本時 6 �*h.��｢�X岑��*ｸ/�+x.��｢�Y�H��+x.薬�き､自由に読めるようにしておく○ 

◎自分なりの考えで､作文の題材を考 

吹 劍*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ*��ｲ萎ﾉ[h8�8"飩ﾘﾋ竰��ｸﾞﾉ[h8�8(*�.y&凅靱ﾉ�ﾈ/�ﾖﾈ*h.薬�

7 凵實ｺ書きをワープロでやつてもよいo 

89 凵搦鮪ﾀと感想.意見などがバランスよ 

10 凾ｭ配置されているかo(下書き用紙) 

3　小中一貫教育との関連～他と関わり合って追求し､自ら学ぶ子ども

発表などを通して全員で考える場面を設定する｡自分と友達との考えの比較がより考

えを深めさせ､自分の考えに自信をもって作文作りに取り組めると期待している｡

4　本時(5/10)



(1)ねらい

○友達と題材を話し合う活動を通して､自分なりのトピックを考え作文メモに構想を書く

ことができる｡

(2)授業改善の視点～研究主題『意欲的に学び　表現する子の育成』に関わって

◎ひとりひとりの発言の場を確保する

5年生の4月から毎朝一人一人の意見を求める時間を確保してきた｡質問に対して自分

なりの考えをもてる子どもたちである｡しかも､全員が答える場面を作ることで､それ

ぞれの発言に期待し､意欲をもって題材探しができるものと考えている｡

◎自由に発言できる場面設定

児童の実態として､思い付きの発言が目立つ子どもたちである｡特定の児童ではあるが､

自由に話せる雰囲気作りに反応のいい子どもたちを活用していきたい｡

◎表現の引き出しを広げておく教室環境

文末表現の多様性や事実と感想のバランスなど既習の文章表現にいつでも立ち返られる

教室掲示を心がける｡卒業文集を書く際の注意事項やうまくいくポイントなども伝えて

おくことで､創作意欲を沸き立たせると考える｡

(3)展開

時 ��ｸｧx�ｨ�:粳uﾉ�ｨ+8.ｨ.倬�;h,ﾉKﾘ吮�◇教師の支援☆評価【方法】 

10 15 15 5 ��ｹ�(ｼi[h�,ﾈ+ﾘ-�,ﾈﾞﾉ[h8�8(/�ﾞﾈ.�-ﾈ+v��◇マグネットで指名発表するが､思い テーマから考えます○今思い浮かぶ､卒業 �,(*�,�*(,h*ｸ,ﾘﾎ8,弌�+ZI�8什JﾙUﾈ/��

文集にふさわしいテーマを言います○ ��8*ｨ*�.薬�

･修学旅行.運動会.陸上大会.つくしフ ����8醜*ｨ巉.x*�,ﾈ6X�ｸ7ﾘ/�JﾙUﾈ,X*ｸ+ﾒ�

エステイパル.日々のこと.将来の夢- �*鑓�價ﾙUﾈ�｢�

○テーマの中から自分にしか書けない ���6x786(4�,ﾉ~�麌/��8+�.��ｲ�

自分にしか分からないトピックを考え ��騁i$(,i�ｩ&ｸ*ｨ,X*ｸ.�.h*H4�8ｸ�ｸ7h,R�

ますoそれを作文メモのトピックの欄 弍x/�ｯ�+�.薬�

に書きますo ��騁i$(,ﾈ6x786(4�/�[x*ﾘ+�,h,X齷Zｨ,ﾂ�_ｸﾏﾉ�ｸ/�ﾈ�.�+x.倡�x,h+x.薬��俾兒ｨ,ﾈﾋ駢H,X488��ｸ5x7ﾘ6(7h,�6x72�6(4�/���*�+ﾘ*��ｸ�俥ﾉ[h8�8(�｢��霆8蹣w�,ﾈ488��ｸ5x7ﾘ6(7h/�ﾞﾈ.薬��霆8蹣w�,ﾈﾞﾉ[h8�8(/�ﾞﾈ.薬��佝h麒Z�/�ﾊ�,JHｨ�:�,ﾈﾊ�,ｨ+X/�.�,"�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾘ*��ｸ�况ﾈ��Hﾞﾉ[h8�8(�｢��鞐ﾉ[iw�鑄/�Gｨ.�+�,h,X鵁鰾ﾘ,ﾈｯｩ�"�

書けた人から立ちますo(発表する) 

○トピックをより効果的に作文にするため 

の作文メモを作ります○もしくは起承転結 

の4つのコーナーを埋めますo 

○作文メモを完成させます○ ○作文用紙を配ります01080文字ですo次 

の時間から書きます○ �/�ﾘ(-�.薬�



5.考察

○子どもの言葉を用いる

本時では｢テーマ｣や｢トピック｣といった､ともすると普段何気なく使っている言

葉を用いた｡

｢テーマ｣については､毎朝の健康観察等で｢お題｣という形で自分の意見を求める

時間を確保してあり､その活動とリンクして考えることができたように思う｡

しかし､ ｢トピック｣について子どもたちの経験からイメージが持ちにくかったこと

で､不安と戸惑いが教室に充満したように思う｡ ｢トピック｣は､ ｢特別に心に残って

いる思い出｣ととらえて考えられるものと安易に使ったが､実際は子どもたちの活動に

ブレーキをかけた｡具体的な場面として､作文の中心となる部分を｢トピック｣として

書けることがねらいではあったが､テーマとトピックの違いを暖味にしてしまい､作文

メモ完成に至らなかった｡

○全員発表は果たして必要であったか

協議会で参観者から､全員にテーマを発表させた時間のロスが響いて作文メモ完成ま

でいけなかったのではないかという指摘を受けた｡

ここで問題なのは､学習の到達点(ねらい)が作文メモの完成のように書かれているが､

ねらいは｢自分なりの構想が書ける｣であって､決して完成ではないはずであったのだ

が､本時の展開の中に｢完成｣の文字が見えたことである｡授業者の構想不足､練りの

甘さがうかがえるo　授業者としては､子どもたちが一人一人が卒業作文に対しての不安

を払拭し､先の見通しがもてることを本時のねらいとしたかったのだが､そういった点

を｢作文メモ完成｣と表記してしまった｡

研究主題でもある｢意欲的に学び､表現する｣力をつけるためには､実際に声を出す

場面が重要と考えている｡同じ内容であってもいい｡ 1回声を出すと､その場に自分が

いること､学習に参加しているという自覚が生まれる｡自分の声で自分の考えや自分の

選択を発表する場面を作ることで､自分から進んで発表することが苦手な子も､同じ土

俵に立てると考えている｡

したがって､導入で全員が発表する場面は､研究主題に則って考えたときにどうして

も割愛できない活動だったのである｡

○その後

子どもたちはそれぞれの作文メモを頼りに､全員が原稿用紙2枚半から3枚程度の卒

業作文を書き上げた｡

子どもたちの作文の8割方が｢はじめ･なか1 ･なか2･まとめ｣形式であった｡こ

れは､ 5年生の時から同じ作文メモで400字程度の作文練習を続けてきた成果と思われ

る｡子どもの学習は､継続により積み重なるのだと確信した｡

しかも､ ｢誰でも書ける事実だけ作文｣からの脱却が見られたことはうれしく感じた｡

頑張ったんだなと素直に思うことができた｡自分なりの感覚､自分なりの考え､自分な

りの捉えを自分の言葉で書けていた作文は､卒業アルバムに掲載するにふさわしい｢自

分だけの作文｣となったと思う｡


